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ひよどり台青少年育成協議会
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お世話になりました !

早いものでひよどり台にお世話になってまもなく

丸6年になります。館長の職を終えるにあたって、「ひ

よどりっ子」の原稿を書かせていただくことになりま

した。地域の皆様にこの紙面をお借りしてお礼のご挨

拶をさせていただくことができ、大変感謝しておりま

す。ありがとうございました。

着任した6年前の「ひよどりっ子50号」(Rl.10。 13

発行)に以下のようなこと (一部抜粋)を書きました。

「……高齢化率が40%近いということで正直、元気

のない町なのかなと思っていましたが、誤解でした。

地域活動が盛んで、
｀
地域の子は地域で育てる、とい

う意識が高いなぁ !と感心しています。……児童館を

通じて地域の子どもと大人の深いつながりを生み出

していければいいなぁと考えています。…」

この思いで児童館運営を進めてきましたが、すぐに

大きな試練が訪れました。新型コロナウィルス感染症

です。地域行事は軒並み中止となり、家族での外出も

自粛せざるを得ない状況で児童館に何ができるか真

剣に考えた結果、消毒の徹底と完全入替制などによる

3密回避で実施したのが ｀児童館夏まつり、でした。

保護者の方から「今年の夏、はじめて子どもに浴衣を

ひよどり台児童館長 田中 重明

着せてあげることがで

きました。」というお声

をいただき、「やってよ

かった」と職員一同で

喜び合いました。

子どもたちの手で児

童館をよくする活動に

も取 り組みました。特

にボッチャマイスター

の子どもたちが企画運営するボッチャ大会は11回を

数えました。ボッチャマイスターは今年度からひよど

リーダーズと名前を変え活動の幅を広げています。

ボランティアの皆さんや地域団体との連携につい

ても拡充してきました。遊びを指導してくださる神戸

YJBや科学の楽しさを教えてくださるレイラ。ジャパ

ン、避難訓練だけでなく防災教室や認知症サポーター

養成講座などで支援してくださる防コミや防災ジュ

ニアチーム、プレーパークでお世話になつている皆さ

ん、長くご縁をいただいているひよどり台クラブのご

支援やアリスの会の皆さんによる読み聞かせ、個人ボ

ランテイアの方々など、本当に多くの方に支えていた

だいていると感謝の気持ちでいっぱいです。

地域の子どもと大人がつながる場を目指した道は

まだ始まったばかりですが、入り回は作れたかな |?と

思っています。

これを読んで児童館について少し興味や関心がわ

いた方は児童館のInstagramや X、 ホームページを是

非チェックしてみてください。これからも、ひよどり

台児童館の活動を応援していただければ幸いです。よ

ろしくお願いいたします。
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「ひよどり台」は一日にして成らず

こうべ未来都市機構ひよどり会館 館長  ネ申)畢  光

1.「ひよどり台」は一日にして成らず
「ローマは一日にして成らず」という諺の英訳は“Rome
was not builtin a day''と されています。私が中学生のと

きに最初に覚えた「英文諺」の一つで、何事もすぐに成し遂

げられたと思うのは間違いだという意味に理解しています。

かの「ローマ人の物語」(塩野七生著)は「ローマ」とい

う国家を英雄、哲人、賢人を中心に辿った「歴史小説」と

して有名ですが、十数年をかけて調査、執筆、出版されま

した。15巻 (文庫本なら43冊らしい)にもなりますが、全
巻 (全冊)を読破された方はともかく、一部でも目を通され

た方はされた方は少なくないと思います。

この「物語」は「ローマ」という古代大帝国が舞台です

が、我 の々「ひよどり台」も一日にして成ったわけではありま

せん。

2.由緒正しいネーミングです
「ひよどり台」という地名そのものは古いものではありま

せん。「ひよどり」と言えば、誰もが想起するのが「源平合

戦」の「鴨越の逆落し」です。これがどの場所であったかは

ともかく、「神鉄鴨越駅」や兵庫区鶉越町も「ひよどり台」

からそれほど離れてはいません。また近くには「大仏」様も

鎮座され、少なくとも「由緒正しいネーミング」のようです。
「ひよどり台」自身は、我が国の経済発展の過程で、良

好な住宅・宅地の供給のため開発されたニュータウンで

す。土木水理学はじめ当時の宅地造成・街路築造・高層
ビル建築技術及びまちづくりの知見の「粋」を集めて整備

された「文明の成果」です。

私が勤務する「ひよどり台会館」はこの地域の中心にあ

り、11階建て鉄筋コンクリート造のビルに入居しています。

1976(昭和51)年 8月 に供用を開始し (前後して入居も
始まった)、 以来約50年に渡って地域コミュニティの形成を

推進する中心的な機能を担ってきました。

3.現在の役割は交通の要衝
「ひよどり台」は北区のほぼ一番南にあり、三宮など都

心から距離的にも少し離れ、「駅前の一等地」ではありま

せん。また標高は「ひよどり台」の海抜約230mで、JR神
戸駅からは約200m、 地下鉄新長田駅からは約220m、 名

谷駅からも約 100mほど高みにあります。
ただ、このおかげで射す陽光は明るく、南は遠くに大阪

湾を望み、天気のいい日には紀淡海峡も見通せると聞きま

す。かの明石海峡大橋は「手に取ることのできそうな近さ」

で見ることができます。

一方、この地は地形的には陸上交通の難所であったに

違いありません。しかし現在は神戸市東部、西部、南部、

北部の各地域を結ぶ「交通の要衝」です (「ひよどリイン

ター前」というバス停留所もあります).これをならしめたの

が、優れた道路インフラ (トンネル、橋梁等)であり、卓越
した土木技術。都市計画手法です。

沿革を調べると、1969年 (昭和44年 )8月 に夢野町～白

川間に「西神戸有料道路」が、1984年 (昭和59年 )に は

中央区生田町から北区山田町下谷上 (現在のひよどり台)

間に「山麓バイパス」が開通しました。その後2008年 (平
成20年)10月 には西神戸有料道路は (一部)無料開放さ

れ、その区間は、「夢野白川線」として供用されています。

この間、4車線化にも取り組み、2005年 (平成17)年 5
月には「ひよどり台南町」の入居が開始されました。「長田

箕谷線」も供用開始され、ターミナル駅までのバス路線も

整備されていきました。

4.勇気、知恵、気概そして真摯さを
「ひよどり台」は「ローマ」のように「地球的規模」で評価
されているわけではありませんが、「一日にしてならなかった」

点は共通します。とはいえわずか半世紀程度で成し遂げら

れたことは、大いに「素晴らしい」と誇ってもいいはずです。

経済社会活動も「地球的規模」で行われている時代で

す。「ひよどり台」で育った子どもたちが、将来国内外を問わ

ず、異郷の地に住まうことになっても不思議ではありません。
しかしそんな場合でも「ひよどり台」の「素晴らしさ」とと

もに「一日にしてならなかった」ことに思いを馳せてもらえ

れば、変化や冒険に果敢に立ち向かう勇気、知恵、気概そ
して真摯さを発揮できるのではないでしょうか。

5.最後に
冒頭に「ローマは一日にして成らず」の英訳を紹介しまし

た。英文としては"It's getting warmer and warmer

rain by rain"(一 雨ごとに暖かくなります)が好きです。
これは高校の「英作文」の参考書にあったものかと思いま

す。我々の地域、社会、国土そして経済も変化・試練があ

りながらも「一雨ごとに」よくなってほしいものです。

「ひよどリインター」の様子 (写真手前が長田箕谷線、

真ん中から奥が夢野白川線と山麓バイパス)
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10月 に行われた

秋を秦 Lむハイキングの報告 !
さわやかな秋の一日を家族ハイキングを楽しむ企画です。

地域の青少年が異年齢の子ども達、異世代の方々との交流を通じて、ひよどり台の活性化を図るのが目的です。

みんなで紅葉を見ながら、落ち葉を拾いながらハイキングを楽しみ、目的地 :し あわせの村デイキャンプ場で、

クラフトづくり、ゲームをして、昼食はバーベキューを楽しみました。

コロナ以後、参加者が減りましたが、保護者の方々の協力で楽しいハイキングができました。
り′

(小学5年 )
楽しかったことは、移動中 (行 も帰りも)です。みんなで荷物
を積んだリヤカーを押したりしていたのが楽しかったです。し
んどかつたことは上り坂を登つていくのがしんどかったです。
昼食では自分たちでつけた炎で食べ物を焼くのが楽しかったで
す。もちろん、食べ物も美味しかったです。

(小学1年 )
おひるごはんのよういが、たのしかたっです。かえり、リヤ
カーにのつてたのしかったです。
保護者のコメント:子 どもだけの参加で心配しましたが、とて
も楽しく過ごせたようです。少し、はしゃぎすぎた所もあり、ご
迷惑をおかけした所があったかと思います。申し訳ありません。
でも、すごくいい経験ができたように思います。又、参加させて
ください。ありがとうございました。

(小学 6年 )
待合い場所から50分かけて、目的地「しあわせの村」につい
たけど、落ち葉を拾いながら歩いたいたから10分 ぐらいのよう
に思えました。
その後、クラフトづくり、いろいろなゲーム遊びをして楽 し
かったです。

昼時には、みんなでバーベキューがとても楽しかったです。

(小学 1年 )
いろいろやって楽しかった。

(小学 2年 )
葉っぱをあつめて楽しかったです。されいな葉っぱを見つ
けられ楽しかったです。クラフトづくり楽しかったです。さ
いしよはむずかしくむりでした。でもがんばりました。
保護者のコメント:色々考えてくださって、有難うございま
した。

(小学 3年 )
歩くのは少し、しんどかったけど楽しかたっです。あと、
昼食じゅんび、食べるのもおいしかったです。
保護者のコメント:お天気がよく、ハイキングしてとてもき
もちよかつたです。BBQは最高でした。どんぐりを拾ったり、
親子で楽しませてもらいました。ありがとうございました。

(小学 1年 )
たのしかったよ。ハッパとどんぐりとり、よかった。
保護者のコメント:と ても良い時間を過ごせました。

響
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青少年を地域で諸える官の報告 !
ひよどり台から下記の人達が表彰されました。

①善行 :夏体み交流プラザラジオ体操及び子ども塾のお世話
ひよどり台小学校/5名

②善行 :夏休み南町自治会ラジオ体操及び清掃活動のお世話

鴫台中学校/5名
③地域社会貢献 :防災ジュニアチームの活動

鶏台中学校/6名

12月に行なわれた

秋クリスマスツリー

飾付の報告 !
¬2/6-ψ¬2726

ひよどり台会館に飾付をしました。
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翻鰺握

1月に行われた

どんどまっ L′ (左義長)の報告 !
ひよどり台の新年の恒例伝統行事です。

地域の人達で、新年の挨拶を交わし、今年一年の無病息災を願いました。

震災30年 を思い出しながら、地域の青少年、青少協育成委員、ボーイスカウト、

少年野球部、子どもの保護者など若い人達の協力を得て、どんど焼き、焼きいも、

ジュースなど披露しました。

(カ プスカウト)
すごい音がして、なおちゃんとにげていま
した。

(カプスカウト)
ビーバーの時は人がおおくて、とおくから
見てたけど、今年は前に行けて、近くで見た
からすごかった。

(カプスカウト)
どんどは昨年よりも、ごうかいに燃えてい
ました。帽子をはずしたら、頭の上に灰が
のってきました。ばくはつの音がおなかにひ
びきました。

(中学生)
僕は先日のどんど祭りで点火者となりました。僕はこれまで、あまり地域行事
には参加していませんでした。少し緊張もありましたが、地域の方から点火の仕
方やコツを優しく教えていただき、少し安心しました。
火をつけるとき、風が自分の方向に吹いていて、火をつけた瞬間、ものすごく
熱かったです。地域の方々からお褒めの言葉をいただきました。僕はどんど祭り
に参加させていただいた経験を通して、周りの方々の優しさに気づきました。こ
れからも積極的に地域行事に参加していきたいです。

(中学生)
僕は小学生の頃、点火していた先輩方の姿を見て憧れていました。いつか僕も
点火してみたいとずっと思っていました。それが今年のどんど祭りで□十いまし
た。本当に嬉しかったです。ひよどり台の2025年初行事を任され、このような
機会をいただいたことに感謝しています。僕は点火しながら「今年は絶対に良い
一年になる !」 と確信しました。
どんど祭りの運営をしてくださった地域の方々、この度は貴重な経験をさせ
ていただき、本当にありがとうございました。

31ヨ 16日にそ予う

ひょうご
子ども。若者応援団
助成金活用事業

ふれあい春の子どtまつりのお矢口らせ
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子供委員を中心に家庭・学校・地域の方々の協力を

得て、ひよどり台で春のうららかな一 日を幼児から

中学生までの子ども達が楽しく過ごす行事です。

10.26

令和6年度ひよどり台青少協総会

青少協育成委員会議

広報誌 No.60発行 ひよどり台全戸配布
秋を楽しむハイキング (しあわせの村)

ひよどり台青少年育成協議会活動報告

園調田調 令和 7年 3月 16日 (日 )13～ 16時

琵調団|ひよどり台中央公園

■育成委員によるパ ト□―ルを行つています。

■こども110番の家・店

174か所のご協力により、子ども達の安全を見守って
いただいています。

編 集 後 記
お忙しい中でのお願いにもかかわりませず、原稿をお

寄せいただきました皆さまにはありがとうございました。

紙面をお借りいたしまして、厚くお礼申しあげます。
できるだけ地域の子どもたちの情報を入れたいと思い

ます。よろしくお願いします。

どんどまつり

青少協育成委員会議

広報誌 No.61発行 ひよどり台全戸配布

今後の予定

1.13

2.15
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これからの行事

Rア.3.16曰 ふれあい春の子どもまつり


